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•. • 12 
カーネーションに大すする

ロングの施肥について

(鹿児島県枕崎市の施肥例〉

鹿児島県花き専門技術員

大 平 勝 徳

本県のカーネーション栽培は，夏季が高温，多湿のた 省力化と施肥技術の平準化を検討し，現在ではロングを

め，栽培技術上の問題点が多く，栽培者が少なし経営 主体にした施肥が主になっているので，当地での経過と

規模も比較的小さく，カーネーション専業経営による産 施肥例について紹介してみる。

地化されにくい状態であった。しかしながら，近年の石 1. 現地試験方法と結果

第 1表試験区の構成

ぷ点三 パーク 有機入 燐硝安
?由粕 魚粕 骨粉

日堆)J巴 化成 360 270 加里 N I P 

l 慣行区
kg kg kg kg kg kg kg kg kg I kg 

4000 600 360 450 315 

2360+  
4000 540 88.2 I 88.2 I 73.8 燐硝安加里 120 

3 
270+ 

燐硝安加里 4000 540 120 88.2 88.2 

4 
270+ 

有機質肥料 4000 540 240 300 210 109.5 129.3 

5 
270+ 

有機質肥料 4000 540 360 450 315 129.2 158.9 64.8 

(1) ロングの( )内は 2割増区

(2) 慣行区は，骨粉，パーク肥堆は全量基肥施用， その他は

基肥30%，追肥に70%とし， 9月， 12月， 2月に分施.

(3) ロング施用区は全量基肥施肥

(4) 定植は 6月12日で基肥施用は蒸気土壌消毒後に実施

油事情の悪化等による生産資材の高騰で，暖地の有利性

を生かせる主要作自のーっとして注目され，栽培農家も

増加し，産地化へ動きつつある。

しかし，栽培技術においては，それぞれの栽培者で，

比較的栽培歴の長い農家の経験にたょった栽培技術を導

入した栽培が多く，とくに施肥管理の面では，目安施肥

が多く，生産が不安定で，品質もパラツキがあり，施肥

技術の確立が産地化への大きな課題であった。

そこで，立地ならびに土壌条件をあわせた，適正施肥

法の検討が急務となり，鹿児島県加世田農業改良普及所

では，施肥改善の一つにロングを取り入れ，施肥労力の
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( 2 ) 第三種郵便物認可 農 莱

表 1のとおり，慣行施肥とロング270タイプ， 360タイ

プを使い，それぞれ540kg/1000m'の施肥量で，スタータ

ー肥料として， 燐硝安加里 (552)と慣行施肥に使用し

ている有機質肥料との組合せを検討・してみた。

慣行施肥はいくつかの例のうち，現地において，前年

度までに検討した基準施肥で、ある。

2. 結果および考察

( 1 ) 肥効の持続性について

第 2表は， NOs態窒素の消長をみたものである。サン

プルの採土位置や採土時の温度条件によって，多少のぶ

れが見られるが，全体的にみて，ロングの肥効は平均的

に持続し，慣行区に比し，全期間を通じ理想的ともいえ

る肥効を現わしているといえる。

第2表 Nos態チ‘yソの時期別推移 (mg/100g中)

悼と(:9月91'1 11rJ913 12月12日 1)J 911 2J1 9 1:1 3Fl9日 4)J7日

1 42.6 11.9 24.3 10.85 19.73 6.9 3.7 

2 38.3 28.5 22.3 11.43 14.83 7.2 4.6 

3 62.3 19.8 15.42 17.51 15.65 3.5 3.1 

4 67.9 22.5 18.88 16.87 14.68 5.8 5.0 

5 62.8 17.0 7.4 12.45 14.28 1.9 0.8 

ロングのタイプ別では， 360タイプが全体的に肥効の

バランスもとれ，最終収穫まで追肥の必要は認めなかっ

たが， 270タイプでは，生育後期に肥料切れの状態になり

本試験では品質的には大差は認められなかったものの，

生育後期の追肥を含めた施肥法の検討が必要であった。

スタ{ター肥料として， NF270区で，燐硝安加里と

慣行施用の油かす，骨粉，魚粕の組合せでは，生育，品

質面での差はほとんど見受けなかった。また有機質肥料

増施区では，生育，品質は若干優ったが，経営的にみて

その必要性は認められない。

(2) 切花の収量，品質について

0草丈は，開花始め (11月6日〉時点で， NF360が

若干短く，その他の区はほとんど差はなかった。全期間

の観察では，ロング区では生育も順調で，品質も優った。

0切花の品質ーでは，慣行区に比べ全体的に茎径が太く

水田減反，来年は緩和

農林水産省が去る10月28日発表した， 10月15日現在の

57年度の米収穫予想(最終〉によると，水稲の作況指数

〈対平年比〉は97の「やや不良」で， 1か月前の調査「平

年並み」より 2ポイント下がった。これは調査が始まっ

た昭和23年以来8番目の悪い数字。稲が登熟する 9月，

10月に曇，雨天による日照不足，低温が続いたためで，

l昨年の87，昨年の96%くいずれも最終確定〉のあと，

また不作の年を迎えることが確実となった。

この結果， 1年後の米の供給に心配が出てきた。水陸

稲を合せた全国の予想収穫量は 1，036万 7千トンとた

と 科 昭和57年12月1日学

第3表枕崎地区におけるロンゲ施肥例
(1，000m9当り)

(1) 追肥ば10月以降から収穫終了時までの聞に様子を見ながら1~2

回実施する。

(2) 1[司の追肥監は10アー Jレ当り，硝酸カリ 20kg，燐硝安加盟 20kg

程度とする。

曲りも少ない。

0収量では，慣行区に比べほぼ平均的に収穫でき，収

穫労力の配分がよい。しかし円70タイプでは4月以降，

切花本数が若干少なくなる傾向を示した。

以上，試験に当って農家の観察を主体に，地域農家の

自主的な施肥法の選択を目的に実施したため，不十分な

データーで具体性に欠ける紹介となったが，現地では，

施)J巴労力の省力化を含め，経済的な有利性を認め，全農

家が全面積に施用し，好結果を得ている。

3. 現地での施肥例

第 3表は，栽培基準にとりあげ現在実施している施肥

基準である。

1作目での結果では， 360タイプが良かったが，次作

へのロングの残効が十分に考えられ，施肥設計が困難な

ため，過剰施肥を防ぐため， 270タイプを利用し，生育

後期の追肥を考えた施肥法を実施している。

従来カーネーションは，良品生産のためには，有機質

肥料を主体にした施肥が絶対的と考えられてきたが，現

在では液肥など化学肥料による栽培が増加している。当

地ではロングの出現によって，有機質肥料はほとんど施

用ぜずに栽培に当っているが，施肥面からの問題点はそ

の後出ていなし、。

3 花き栽培の専業化，専{乍化が進み，個別の経営規模が

i拡大山中で，施肥労力の軽減は今後の花き経営の大

きな課題である。

り，一方で、来年の米の需要量は1， 050万""""'1，060万トンと

予想されている。

57年米穀年度 (10月末〉での昨年度来持ち越し量が約

40万トンあるため，向う 1年の供給量はほぼ保証される

が， 10月末の在庫が「異常に低い水準」となり，来年産

米の作柄次第では，来年11月以降に米の供給不足に陥る

恐れもある。

農林水産省では，こうした事態を防ぐため，来年度の

転作目標面積を緩和させる方針を固めた。現在進行中の

水田利用再編対策第2期(56，..，..，58年度〉では各年度の冷害

不作のため，転作面積を60万haに緩和する事になった。
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ミカンの栽培と

今後の施肥の在り方
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1. 異常気象とミカン栽培

近年特に異常気象が社会問題となり，自然を相手にす

る農業者はラ一層不安感をつのらせている。今年の場合

は，農業のみならず，集中豪雨のたび、に，日本のどこか

で土砂くずれ，家屋の崩壊，生きうめ等の自然災害が発

生し，テレビ，新聞をにぎわせている。このような出来

事はすべて天災によるものかどうか，っきつめると，も

っと根本的な問題があるように思う。

ミカン栽培においても，もっと健康な樹づくりや防災

対策の徹底を図り，異常気象時でも被害を最少限にくい

とめる対策指導が必要である。このため，本県では，有

機物の投入や中耕，土壌改良と施肥改善を呼びかけ，そ

の推進につとめている。

2. 施肥の実態と問題点

昭和40年代に入って， ミカンも量から質の』長代にな

り，全国的にうまいミカン作りが提唱され，その運動の

一環として減肥が指導されるようになった。

ミカンの価格が次第に低迷期に入り，農業従事者の高

齢化，意欲の低下を招き，さらに諸資材の高騰の;折Jか
ら減肥による品質向上対策は，たちまち農家に普及浸

透した。その結果， うまいミカンはで、きたが，収量は低

下し，隔年結果が助長され，体質の弱いミカiン樹とな

り，種々の問題が生じてきた。

111口県経済連では，昭和49年より，果樹の栄養診断事

業を実施しているので，その結果を中心にミカン園の実

態を紹介し，今後の課題について考えて見たい。

3. 葉分析の結果

常緑果樹ミカン樹の健康診施，つまり栄養状態を知る

方法に，葉分析による診断が一般的に行われている。そ

第 1図 年次別葉中チヴソの推移(普通温ナ1'1)• :'";"'.:-.': 

% 
3.4 

3.3 
3.28 3.28 

3.20% 
3.2 

3.20 
3.14 

3.1 
3.08 

3.0 3.03 

年度Il百49 50 51 52 53 54 55 

の中で，収量に最も影響すると見られるチッソ (N)は

通常 3， 2%以上が必要とされており，それ以下になる

と連年安定生産が赤信号となる。

本県(大島郡〉の葉中Nの実態は第 1図の通りで， 51， 

52年をピークに年々減少しており，その結果は即生産量

第 2図葉中成分のバランス

(N)% 

(Mn) 
PPm 
100 

(K)% 

2.00 

~ 

昭和54iF.-----一ー( ) 昭和53年一一-JI?:1f1l52年

に顕著に表われてきた。さらに，葉中成分の全体のパラ

ンスを見たのが第 2図である。リン酸，カリ量は適量基

準内にあるが，マンガンおよび亜鉛の減少がめだってい

る。これらは土壌PHとも深い関係があり，いずれにし

ても全体的には葉中と微量要素がやや不足している状態

になっている。

4. 土壌および施肥実態

まず土壌については，第 3図のように，調査圏中約50

%は，適正値内にあるが，残り 50%はアルカリ性または

酸性の土壌となっている。

また，腐植について調べた結果は第4図の通りで，最

低基準である 3%以上の閣は30%程度で， 70%は不足状

態にあり，地力の低下が目立っている。腐植が少ないた

めに保肥力も悪くなっており，このことが，微量要素の

低下や，欠乏の原因にもなっている。

第3図土壌 PHの測定結果

50 .4ルJ

53.6% 

44.3% 

48.9% 

きわめて少い
(1.0%以下



(4) 第三種郵便物認可 農 業 と

第 4図腐植の含量別割合

科 "'"ら子 昭和57年12月 1日

が最も大きく，より真剣に取り組む必要がある。

現在，山口県(特に大島郡〉で指導しているミカン用

I....t私自j二)-..，... 部品川%)+lZ35~lv;;)有機配合肥料は第 2表の通りである。春肥および秋肥が

----- - T ---__， 有機配合肥料，夏肥は化成肥料が基本で，この体系にな

3，3% 

次に施肥実態について見ると，基準の60%程度しか施

用されていない。夏肥を省略したり，施用量を減らすこ

とで，知らず識らずのうちに着葉数の減少をまねいた

り，収量の不安定要素をつくっている。ミカンが低価格

第 1表 普通温州11(4 t目標〉多収 (Nの増〉

のために，施肥量を減らす農家の心理はわかるが，この

時期とそ，施肥面に対する工夫がなければ，悪循環をく

り返すのみで前進はないと思う。

5. 除草剤の普及と課題

近年，除草剤の開発，普及はめざましく，このことは

規模拡大を可能にし，逆に兼業農家でもミカン栽培があ

る程度まではできるようになった。しかし，現状では後

手，後手の草管理に追われ，施肥後の中耕はおろか，年

1回の中耕さえも行われない園が増加している。

施された肥料は，一旦，土に吸着さ、れ，これを細根が

吸収し，樹体内に送られる。この原則を無視しているた

めに，価格の高い有機質肥料を使う割には効果が表われ

にくく，活力ある根群が土壌深く入っていない園が多

い。物理性が悪く，土壌微生物も十分活動できない「死

んだ土」では，安定生産を維持することは困難である。

災害に耐えられる健全なミカン樹が育たないのも当然

で，現実の大きな課題である。

理屈をぬきにこの実態から一刻も早くぬけ出して，適

正な施肥，土壌管理が実施されるよう，我々農業団体と

しても，栄診事業の結果をもとに，その打開に最も力を

入れている。

6. 今後の施肥の在り方

本県におけるミカン園の実態で問題点を列記したが，

これらは全国のミカン産地がかかえている課題であり，

1部の銘柄産地を除いては，これらをいかに改善するか

が，産地の将来を決定ずるといっても過言ではない。特

に瀬戸内のように耕土の浅いやぜた土壌では，その影響

ってすでに20数年になる。施肥基準量は，時代の流れで

若干変動はしているが，使用する肥料は一貫している。

土壌を悪化させないことを基本と 第 2表 山口県みか

して無硫酸根の硝酸態チッソと動 ん普通 2号
(秋肥用〉

・植物有機を組み合せている。

貯蔵主体の産地である本県におI!以料れ|配介'，'['J合

いては，濃厚な味と紅が生命で， lZ 二1 22% 
収穫後の貯蔵性を高め，コクのあ|燐州安M阻 150

11'1 約上 80

るまろやかな味をもっミカン作り!魚 粕 100

を心がけているが，近年，資材費 |:;;21
の上昇が続き，肥料 1袋 (20kg) 上長化加i里

ヒー7 シヰ台

95 

170 

2，0∞00円以内， 1回10加a当り施用量 'F T E' 1臼5 

3~4 袋， 1叩Oa当 りH肥巴料f代巳 2 万円 |似い似保川川…~itH市訓一ム1白凶正iE

以内と農家の方で計計a算するように|ギギf機桝イ介叶干刊 4“3 

なつた。

動植物有機主体で，保証成分がN5~6%の低成分で

は，年間施)J巴基準N25kg以上を施用するのは経費面で困

難となっている。我々はとかく勢定や摘果等，地上部の

技術を優先しがちであるが，基本的な施肥が行われない

限り，他の技術でカパーすることはできない。

すべての専門家が指摘するように，うまいミカンを毎年沢山とるために

は， 立派な葉をつけた健康な樹づくり，そのためには先ず健康な根が活動

できる土づくりが必要であり，適正な施肥指導が行われなければならな

し、。

i苦土石 1:1(
の 投 入

lたらシ

⑭需宣告@
@忌出⑭
塩基laf免谷m:が高く
両性体であり石灰一、
昔、土、アンモニア、

カリ、リン般の保持

がJ也す。

間粒ののりづけ的役

WiJを来し、岡本立化を

増加する。水分保持

ごUi1 i見)立の上YI がJ~J
?寺できる。

微生物に栄養を供

給し、微生物の作

用により、有機般
となって養分を可

給化する。
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長芋の褐色腐敗病に

対する現地対策
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青森県六戸町農協管内には古くから長芋が自家生食用

として栽培されており，昭和40年頃から逐次面積の拡大

が進み現在に至っている。

面積の増反が進むにつれ，昭和45，6年頃より連作が進

み，その結果，褐色腐敗病や根腐病が年々発生し，その

l 対策に苦慮している。

そこで農協指導課担当で昭和54年から長芋連作 (9年

目〉畑を借用し，長芋連作による褐色腐敗病と根腐病防

止試験を実施してきた。

1.試験概要

1. 目的 長芋連作障害防止対策技術確立

2. 設置場所六戸町通白木集落

3. 前作長芋(連作11年〉

4. 種子切芋

5. 植付期 56年 6月4日

6. 栽培密度畦幅110cmx株間25.5cm

=3565株/10a.

2. 試験内容(10a当り〉

~ 
"7-

。消毒月日 56年 5月2日

。マルチ除去，元肥およびその他施肥 6月4目

。栽培管理

追肥全区， 1回7月28日，燐硝安加里S646号， 40kg/ 

10a， 2回8月10日， 40kg， 3回8月21日， 40kg 

除草 6月7日アフアロン水和1.5袋/水150O

8月6日ダクロン乳900cc/水150O

0病害虫防除

7月28日ラピライト水和 (500g)E P N乳

(300cc)に水300Oを混合

8月10日ラピライト水和 (670g)，サリチオン

乳 (400cc)に水400Oを混合

8月21日ラピライト水和(670g)，EPN乳(400

cc)を混合

9月4日ラピライト水和 (670g)，サリチオン

乳 (400cc)

0連作障害率調査結果 59.11.30調

1."-'病斑が親指大以下で 1か所以内程

度のもの。

2. "-'病斑が親指大が 2か所以内程度

被害株率程度 で，その部分を切断すると販売可

能なもの。

3. "-'全く変形及び病斑が多くて販売不

能なもの。

ま と め

1. 消毒した区と無消毒区の全平均被害割合は消毒区

27% (192株/710株中)，無消

毒区44.2%(197株/445株中〉

と消毒した区が17.2%被害率

が少なし品質においても処

理区は肌が白く，品質良好で，

l本平均重も 8.7gほど上回

名 肥料名
旧民 分 最

)'j' 区 I庖肥量 イ桁
N P K 

苦土炭カル 200kg kg kg kg 

苦土重焼燐 60 21.0 試験而積0.375a

MMB燐加安 80 9.6 12.8 9.6 
ドロクロール剤を植火30cmlllll涌で 1ヶ月i3 cc処

(1)消毒+マルチ区
太平有機50%

耳Rし、その後7 ルチて"，f'i{[i'(~庄説。
80 9.6 6.4 8.0 

※ドロクロール剤は反当15e 1史IH。
燐硝安加里S646 120 19.2 4.8 19.2 ( 1条の消毒機使)fJ)

1口入 38.4 45.0 36.8 

苦土炭カル 2∞ 
苦土重焼燐 60 21.0 試験面積0.188a

(2) 
CDUタマゴ化成 元肥にCDUを施用しドロクローィL剤(;j:(1)区と同除。128 19.2 19.2 19.2 

CDU+消毒十マルチ区
燐硝安加里S646 'CDUI土有効微生物繁殖資材て“ある。120 19.2 4.8 19.2 

メtコ入 百十 38.4 45.0 38.4 

(3) 
(1)区の施肥量+スーパーソィル元}II'.¥施用 試験面積0.188a

スーノマーソィル十
(10 a当り 20袋(20kg入)

-消毒マルチは(1)区と同線。

消毒+マルチ区 -ス-)?ーソィルは有事1胤Ifr割合有とその紺闘の栄養材。

(4) 
(2)区と同様

試験面積0.188a
CDU+消毒無マルチ区 -ドロクロール処理1;1:(1)区と同じて・無7ルチlこした区である。

(5) 
試験面積0.188a

スーノマーソィル+ (3)区と同様
./肖毒は(1)区と同じで無7ルチにした区。

消毒無マルチ区

(6) 消毒無'7Jkチ区 (1)区と同様
試験面積0.375a
-消毒は(1)区と同じで無7 ルチにした区。

(7)無処理区 (1)区と同様
試験面積0.375a
-無消毒て。無7 ルチの区

(8) C D U 区 (2)区と同級
試験面積0.375a
-無消毒で無マルチ区

(9) 無川処理区 (1)区と同様 無消毒で無マルチ区

(10) 消毒マルチ区 (1)区と同様 (1)区と同様

(11) C D U 区 (2)区と同桜 無消毒で無?ルチ区

っていた。

2. 消毒した区でのマルチ

と無マルチの被害割合はマル

チ区は 17.7%(69株 /389株

中)，無マルチ 38.7% (123 

株/321株中〉と，マルチ区が

全平均で20.6%被害率が少な

く，平均 1本重もマルチ区が

28gほど上回っていた。

3. CDUの効果〈被害割

合〉

O消毒マルチでのCDU区

(2)とスーパーソイノレ区(3)の被

害率， CDU区8.1%に対し，

スーパーソイル区15.0%と，
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連作被害率調査結果 (56.11.30調)
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昭和57年12月 1日学

果が大きい〉~処理してから， 30日後に植付する。

。処理例
Ii.( '1'， 

1.5481<g 1¥ 2 ¥ 8.1 (十 ¥14.5 ド叩株 1
30株|…品)1

16
.
1
1<" 

川 2 I 卜。 ¥15.0 (す)卜5.3I 510 

l1  9 111 112 1 39.5 (す)114.9 い日6

川 4 I 9 140 I 55.2 (す)1126 い20

|39 1 52.9 (すす) 1 14.7 1 490 

I 301  50.0 (合)114.2 い73

91  41.1 (合)卜4.7 1 490 

山仁三l:::l:::

(1) げi .j年+マルチ|メa

(2) 

C DU  +消毒+マノレチ 1;[

(3) 

スーパ ソィノレ+消毒+"7)レチ 1-'.(

(4; 

C DU  + i円稼 ~!V; マノレチ l忍

(5; 
スパソイル+消毒無マルチ 12-<:

(6) 

消毒手gr; -:? )レチ I王

(7) 
1Uf 使L 正!H I正

(8) 

C D U Ii.( 

(9) 
4代f タ~ 旦n 1;[ 

(1叫

il'j バ マ ノレ チ LR

119 

140 140 

136 1 17 

76 

1.636 (11) 

C 12-<: 
50 

D U 

CDU区が'7%少なかった。

0消毒無マルチ区でのCDU区(4)とスーパーソイノレ区(5)

でも， CDU区が15.7%被害株率が少なかった。

0無処理での標準施肥区 (7とのと CDU区 (8と11)

を対比した場合，被害率標準区平均46.7%(119株/255

株中〉に対し， CDU区41.6% (79株/190株中〉と CD

U区が 5.1%被害率が少なかった。

連作障害の防止対策として，輪作以外の方法としては

ドログロールで消毒し，その後マノレチ被覆を行ない，殺

菌後，完熟堆肥施用並びに元肥にCDUなどの微生物繁

殖資材等を施用することによれ被害率も減少するし，

品質の向上と増収が計られると思われる。

今後の対策と防除法として

1. 収穫物の残誼，茎葉の焼却等，圃場の清掃の徹底

2. 連作困場での発生が多くなるため，輪作体系を考

える。

3. チヅソ質肥料の施肥量の適正化をはかる(従来チ

ッソ40kgを33kgに減ずる〉

4. 発生匝!場の芋は種子としないこと

5. 発生が見られる岡場での種子は切り芋を種子とす

る(首部は長自に折る〉

6. 種子芋は消毒〈別表〉してから植付けする。消毒

後風乾してから植付する。

7. 発生圃場にはできる限り，作付しない方がよい

が，止むを得ない場合は，作付前にドログロール剤

で消毒する (2年連続消毒すると，さらに効果があ

る〉。

土壌消毒時の注意点

1. 土壌消毒実施はおおむね4月20日以降の暖かい日

に実施すること。地温150C以上で効果は大(処理後

約10日位で，地下30cmの所が150

C以上になると，効

IlU ッ也 "J 白E

10 a ，g'，り~)(量止 4月25日処理→5月21日マ

ノレチ除覆→ 6月 1日植付

「処理後35日〉

1. マルチすると，地温の

上昇とガスが逃げるのを

防ぐため必ず行なう。

(植付10日前に，除覆し

ガス抜きをする。〉

2. 排水の良い圃場ーでは効

果が大。(圃場の土が乾

いていると，ガス化が進

み効果が大〉

1，675 

1.591 

1，507 

873 

1，579 

1，174 

1，325 

1，246 

1.696 

3. 被害芋は~lHに放置しないで集めて焼却する。

1. トレ γチャ一等による汚染土壌の持込み防止。

入注、レ

↓I
b
-
-
+
 

ロ
月
ノロ

中i!U1li

以上で褐色府政防止対策を述べたが，これを要約する

と， 1つは完全に病巣を断ち切る目的で長手収穫後，地

上部と掘残物および茎葉残さを支桂用ポリネットごと畑

の外に持ち出し，燃やしてしまうこと。もう 1つは種芋

の植付け前に完熟堆肥10a当り最低'1.5 t [は必ず投入す

る事が最大のポイントである「化学肥料減量作戦Jの展

開であれ堆肥投入と併せて，土づくりの基本である土

壌の老化防止に全力を上げなければならないと考える。

(別表〉長芋の種子消毒と土壌消毒法
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S寒冷地における

小麦一大豆の輪作体系
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環境科独立研究員
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西

S水稲稚苗に対する

コーティング肥料の効果
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宮城県農業センター土壌肥料部
主任研究員兼土壌肥料科長

夫昭池士
口

農林水産省官房
土壌改善対策室長

5ハトムギの多収栽培の要点

岡山県農業試験場作物部

くt2月号>

喜久男田石
g普通肥料の公定規格の

一部改正について

農林水産省農蚕園業局
肥料機械課

S水稲育苗に対する

コ~ ，rィング肥料の効果

鳥取大学炭学部

sB 文村E子

J収下木
S土壌の塩類集積の現状とその問題点(1)

群馬県閤芸試験場
環境科独立研究員

S桑に対する

コーティング肥料の肥効

農林水産省蚕糸試験場
土壌肥料研究室長

久正田山石

S水稲稚苗移植とコーティング肥料
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S水稲育苗に対する

コーティング肥料〈ロング〉と肥効

秋田県農業試験場 小

{i 56年度の農業生産は

小幅な回復か

農林水産省官房調査課
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S塩類集積土壌の窒素の研究

~海砂多施でアノレカリ化した土壌の場合~

5短期間電照による

短冷高の収量増について

F7守験室五島一成 鳥取県東伯農業改良普及所中村 明

S果菜類の栽培とロングの

地力的施肥管理の効果

菅諮問巴装清水和繁く7・8月号〉

S農家経済は改善

昭和57年度農業観測

農林水産省宮房調査諜 田 村 修 一

Sハウス土壌における

養分過剰集積と対策

養分過剰の原因と対策上の問題点 (2)

E品書品農器官雪野口純隆

Sサイレ{ジ醗酵における

硝酸塩の役割

堅守官民主安宅一夫

S LPコート(被覆尿素〉入り

BB肥料の肥効

長野 県 経 済 述 調 査 役 芝 田 祐 一

く9月号〉

S野菜の生産流通の動向と

今後の課題

農林水産省食品流通局
野菜振興課課長補佐 太田成美

Sハウス土壌における

養分過剰集積と対策(完)

雪量麟悪意聖護雪野口純隆

S山形県の野菜の

現状と将来対策

山形野菜センター相沢富夫

S貴重品扱いから

転落した硫安

義国農業協同常連合高 黒 川

く10月号〉

S八丈島の観葉植物と

コーティング肥料

実京都守農業学普及富 荒 )[1 

5商・品・紹・介

あさひエースの特徴
(くみあい燐硝安加里)

チッソ旭肥料株式会社宝満通泰

く11月号〉

S水稲に対する

LPコート(被覆尿素)の肥効

主品品者ま晶君上田弘美

Sピーマ γ栽培における

ロング肥料の施用例

高知県安芸農業改良普及所 中 田 拓也

S茶樹の栽培と

ロング肥料の普及

キタハイ農業協同組合 田 端義次

gパイオマスと

パイオテクノロジ{

~その期待と不安~

チッソ旭肥料株式会社
技術顧問 潮田常一

く12月号〉
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ロングの施肥について

鹿児島県枕崎市の施肥例
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今後の施肥の在り方
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